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本日の話題

1. 機関リポジトリの現状

2. 埼玉大学学術情報発信システム
SUCRAの紹介

3. 新しい結合で、新しいSUCRAへ
4. 機関リポジトリを超えて



機関リポジトリとは…
研究機関がその知的生産物を電子的形態で集積し、保存・公開するため
に設置する電子アーカイブシステム

目的

1. 機関の研究成果を自主的に保存・公開することにより、オープン・アクセス化に
寄与すること。

2.   出版されないものや失われやすいもの（灰色文献。例えば学位論文や研究報
告書類）を確保し保存していくこと。

効果

特色

標準的なデータ交換プロトコル（OAI-PMH)の利用によるデータの相互運用性

1. 機関の研究成果の視認性の最大化 ⇒ 機関及び構成員の評価の最大化
2. 図書館サービスの向上、効率化（どこからでもアクセス可、ILL不要)



機関リポジトリの歴史的背景

1. 「雑誌の危機｣（Serials Crisis シリアルズクライシ

ス）

2. 電子ジャーナルの普及と「雑誌の危機」への対応

3. Open Access運動の活発化とOpen Access 
Journalの登場

4. 機関リポジトリの普及

5. 国立情報学研究所による最先端学術情報基盤
（Cyber Science Infrastructure：CSI）

6. 機関リポジトリの発展と多様化



学術情報流通のサイクルとオープンアクセス化
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機関リポジトリの可能性

• インターネットという中心のない網状の世界での情
報視認性（社会的インパクト）の最大化
– 標準的なデータ交換プロトコル(OAI-PMH)に載せ、情報

の広範な流通を図る

– 研究者総覧システムやWeb of Science等の学術文献

データベースとの連携

• 機関リポジトリを活用した出版活動（Webパブリッシ
ング)

• 情報ニーズ、社会的インパクトの数量的把握 ⇒ 視

認度評価システム



OAI-PMHによる情報流通

メタデータ・ハーベスティング

A大学
リポジトリ

B大学
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CiNii

Google

世界中の情報検索システムからメタデータ統合検索が可能
Googeでのランキングは上位
データベースはどこにあっても構わない



OA論文のインパクトは、非ＯＡ論文よりも高い？

Stevan Harnad, Tim Brody (2004) Comparing the Impact of Open Access（OA）vs. 
Non-OA Articles in the Same Journals, D-Lib Magazine 10(6) doi:10.1045/june2004-
harnad
(翻訳:同一ジャーナルに掲載されたオープンアクセス論文と非オープンアクセス論文のイン
パクトを比較する http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/harnad/)



機関リポジトリの整備率
（2008年9月現在)

０．０％１９０大学共同利用機関

０．０％６４０高等専門学校

０．０％４３４０短期大学

３．６％５８０２１私立大学

２．２％８９２公立大学

６７．８％８７５９国立大学

リポジトリ整備率全体数リポジトリ数

国立情報学研究所「IRDBコンテンツ分析システム」(http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php)より



埼玉大学の機関リポジトリ

• 学術情報発信システムSUCRA(Saitama University Cyber 
Repository of Academic Resources)

• 目的: 埼玉大学の学術成果を登録し、電子的な手段を通じて
学内外に公開することにより、社会に貢献する。

• 平成18年度から構築を開始、試験運用を経て、平成20年3
月から本格運用開始

• リポジトリソフトウェアとして、理化学研究所が開発し、慶應
義塾大学が図書館向けに改良した国産オープンソース
XooNIpsを利用

• 2008年10月現在、2,200件以上の学術成果（学術雑誌論文、
研究報告書、紀要論文、学位論文、研究発表プレゼン資料
等）を登録済、月間ダウンロード件数15,000件以上



http://sucra.saitama-u.ac.jp/

検索キーワード入力

インデックスツリー

SUCRAトップページ



検索結果 – メタデータの表示



全文データダウンロード



Googleでの検索結果



新しいSUCRAへ
～埼玉大学における機関リポジトリ関連プロジェクト～

• 埼玉大学機関リポジトリ(SUCRA)の形成
– 埼玉大学の研究成果の収集、発信

• 地域共同リポジトリ形成事業
– 埼玉県内の大学等への機関リポジトリ普及事業

– 埼玉大学のリポジトリサーバの提供

• 新・研究者総覧システムの開発
– 機関リポジトリと連携した埼玉大学研究者情報の発信

• 機関リポジトリ推進のための視認度評価システムの開発
– 信州大学、慶応義塾大学との共同開発

– 機関リポジトリと研究者総覧を利用した情報発信のインパクト測定

– 研究者の自己アピール、大学の経営戦略等への活用



新しい結合で、新しいＳＵＣＲＡへ

リポジトリ構築支援

文教大学
インターフェース

埼玉県立図書館
インターフェース

県内大学
リポジトリサーバ

埼玉大学リポジトリサーバ

登録・検索
データ交換

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

M
ar
-
0
7

A
pr
-
0
7

M
ay
-
0
7

J
u
n
-
0
7

J
u
l-
0
7

A
u
g-
0
7

S
e
p-
0
7

O
c
t-
0
7

N
o
v-
0
7

D
e
c
-
0
7

J
an
-
0
8

F
e
b-
0
8

M
ar
-
0
8

A
pr
-
0
8

M
ay
-
0
8

0

500

1000

1500

2000

2500

アクセス数

ダウンロード数

登録数(累積)

SUCRA登録件数(ジャンル別)

学術雑誌論文(海外）

学術雑誌論文(国内)

研究報告書

紀要論文

会議発表論文

学位論文

学位論文要旨

発表資料

データ

その他

機関リポジトリ
(SUCRA-IR)

平成20年3月から本格運用を開始

高品質なコンテンツの継続的な登録
⇒アクセス数の順調な増加

新・研究者総覧システム(SUCRA-RD) H20構築予定

◆機関リポジトリとの相乗効果による埼玉大学研究者の視認性向上
◆研究者の負担軽減
(１)新・研究者総覧システムで入力を一元化

研究者総覧とReaD調査、科研費申請書、教員活動報告書は共通する項目が多いため、新・研究
者総覧システムで入力を一元化

(２)EXCELシートでデータ管理

(３)研究者自身による登録情報・公開情報のコントロール

(４)研究者の負担軽減

①ReaD調査・科研費申請書などの出力サービス

②最新の研究者総覧と前年度データのマージによる当年度教員活動報告書データの自動生成

③図書館による研究業績の代行登録

全学認証システム

研究者総覧
データシート
（ＥＸＣＥＬ）

ReaD調査
(XML)

科研費申請書
(WORD)

暗号化通信

海外出張先 自宅や研究室

各種
出力サービス

地域共同リポジトリ
リポジトリ機能を核とした埼玉県における情報発信事業



Web of ScienceWeb of Science

電子ジャーナル：

Electronic Journals

電子ジャーナル：

Electronic Journals

埼玉大学機関リポジトリ

Institutional Repository
(SUCRA-IR)

埼玉大学機関リポジトリ

Institutional Repository
(SUCRA-IR)

埼玉大学研究者総覧
Researcher Directory

(SUCRA-RD)

埼玉大学研究者総覧
Researcher Directory

(SUCRA-RD)

•埼玉大学研究者の
研究成果・研究活
動等を広く公開
•システム構築は研
究・情報担当理事
と図書館長の共同
プロジェクト

開発中

Nature/Science/Elsevier/
Wiley/Springer/etc.

Web of Scienceへのリンクバック

フルテキスト

フルテキスト

ｽﾎﾟｯﾄ購入

研究者情報

フルテキスト

市民・産業界・官公庁／研究者・学生

フルテキスト

Web of Science
へのリンクバック

研究者総覧システムとの連携

Google・YahooGoogle・Yahoo

埼玉大学研究者の研究
成果（フルテキスト）
を収録・無料で提供

•トムソンサイエンティ
フィック社が提供する学

術文献データベース
•世界の主要大学が利用

XML Database



研究者総覧システムとの連携
-信州大学の事例-

http://soar-rd.shinshu-u.ac.jp/



埼玉大学

リポジトリサーバ
(XooNips)

文教大学
インターフェース

県内大学
リポジトリサーバ

国立女性教育会館（予定）
インターフェース

登録・検索・データ交換

地域連携機関

産業界・地域社会へ

Google
JuNii+
各種OAIﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

国立情報学研究所

世界へ

リポジトリ構築支援

埼玉県地域共同リポジトリ事業構想



機関リポジトリ推進のための
視認度評価システム

○ 開発の狙い
－ 研究成果の視認度に対する客観的で多様な指標の提供
－ 機関の経営戦略、研究者のプロモートに活用できる情報の提供

○ 出力内容
－ 研究者毎の論文数、機関リポジトリからのダウンロード数、Web of 

Scienceでの被引用数、研究者総覧画面の閲覧数
－ アクセス元の解析（地理別、組織種別）、時系列でのアクセス数・ダ

ウンロード数の変化

○ 効果
－ 研究成果発信の効果（科学者と社会へのインパクト）の把握
－ 研究者及び機関の視認性の把握

⇒ 研究の方向性の検討や機関の政策立案への活用
⇒ 連携すべき研究者や研究機関の発見

－ 業績評価への客観的指標の導入
－ 研究費獲得の推進



機関リポジトリを超えて

• 研究者総覧、学術文献データベース、シラバス等との相互連
携による視認性の最大化（Google、Yahooからのアクセス、
芋づる式情報探索）

• 研究者の自己アピールへの活用
– インパクト最大化、研究費獲得、就職活動

• 大学の研究戦略策定
– 機関・学部・分野等のレベルでのインパクト把握

– 研究協力者・機関の発見

– 機関の強み・弱みを発見し、今後の研究戦略策定に役立てる

• Saitama University Cyber Repository of Academic 
Resources ⇒ Saitama University/United Collection of 
Research Activities


